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「
日
本
語
文
法
研
究
書
大
成
」
の
一
冊
と
し
て
復
刻
刊
行
さ
れ
た

松
下
大
三
郎
著
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
の
編
集
解
説
（
あ
と
が
き
）

で
故
徳
田
政
信
博
士
は
、「
本
書
の
刊
行
で
『
漢
訳
日
語
階
梯
』
の

ほ
か
、
松
下
説
に
関
す
る
主
要
著
作
の
ほ
と
ん
ど
を
、
世
に
出
す
こ

と
が
で
き
た
。」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。

　

松
下
文
法
学
説
の
到
達
点
を
示
す
『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』

（
一
九
二
八
年
・
昭
和
三
年
刊
）、『
標
準
日
本
口
語
法
』（
一
九
三
〇

年
・
昭
和
五
年
刊
）、『
標
準
漢
文
法
』（
一
九
二
七
年
・
昭
和
二
年
刊
）

の
完
全
復
刻
版
を
世
に
送
り
出
し
て
、
松
下
文
法
の
真
価
を
広
く
知

ら
し
め
た
の
は
徳
田
政
信
先
生
で
あ
る
。
ま
ず
『
改
撰
標
準
日
本
文

法
』
が
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）
に
、
つ
づ
い
て
増
補
校
訂
『
標

準
日
本
口
語
法
』
が
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
）
に
、
校
訂
解
説
『
標

準
漢
文
法
』
が
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
）
に
、
校
訂
『
日
本
俗
語

文
典
』
が
一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
五
）
に
、
そ
し
て
徳
田
先
生
の
最

後
の
お
仕
事
と
し
て
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』（
一
九
〇
七
年
・
明

治
四
〇
年
刊
）
の
復
刻
が
成
っ
た
の
が
二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
）

三
月
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
諸
書
の
復
刻
は
、
い
ず
れ
も
松
下
文
典
の

最
終
版
を
底
本
に
し
て
復
刻
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
に
は

徳
田
先
生
に
よ
る
厳
密
な
解
説
が
付
さ
れ
て
、
今
日
の
松
下
文
法
研

究
者
に
と
っ
て
、
ま
た
ひ
ろ
く
日
本
語
文
法
研
究
の
た
め
の
貴
重
な

基
本
図
書
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
こ
こ
に
記
す
ま
で
も
な
い
。

　

松
下
文
法
論
の
形
成
過
程
に
お
い
て
『
漢
譯
日
本
口
語
文
典
』（
以

下
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
と
表
記
す
る
）
が
占
め
る
位
置
に
つ
い

て
は
、
松
下
文
法
完
成
へ
の
「
屈
折
点
」
で
あ
る
と
し
て
、
徳
田
先

　

　
松
下
大
三
郎
博
士
の
日
本
語
教
科
書

　
　
　
　
　
―
『
漢
譯
日
本
口
語
文
典
』
と
『
漢
譯
日
語
階
梯
』
―

鈴
　
木
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生
は
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
。

　
　

�　

松
下
文
法
は
、
お
よ
そ
三
期
の
変
化
を
経
て
完
成
す
る
。
第

一
期
は
、『
日
本
俗
語
文
典
』（
明
治
三
四
）
に
代
表
さ
れ
る
。

第
二
期
は
、
中
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
実
践
か
ら
、
内

容
の
詳
細
化
が
進
み
、
か
つ
分
析
的
理
論
の
徹
底
を
求
め
て
、

要
素
論
の
方
向
に
進
ん
だ
時
期
で
あ
る
。『
漢
訳
日
本
口
語
文

典
』（
明
治
四
〇
）
の
成
立
が
そ
れ
で
、
屈
折
点
に
当
た
る
。

第
三
期
は
、
標
準
文
法
三
部
作
（
大
正
末
～
昭
和
初
年
）
の
完

成
で
あ
る
。（『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』・
ま
え
が
き
）

　

そ
し
て
、「
屈
折
点
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
「
本
書
（『
漢
訳
日

本
口
語
文
典
』）
は
、
彼
の
初
期
の
綜
合
的
な
文
法
体
系
（
詞
論
・
句
論
）

の
う
ち
「
句
論
」
を
放
棄
し
て
、
後
の
原・

辞・

を
基
底
と
す
る
集
合
論

的
要
素
論
に
展
開
し
て
ゆ
く
屈
折
点
を
な
す
と
こ
ろ
に
、
特
色
を
見

る
の
で
あ
る
。」（
巻
末
の
解
説
）
と
、『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
の

位
置
づ
け
を
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
〝「
句
論
」
を
放・

棄・

し
て
〟
と

す
る
見
方
は
、や
や
性
急
な
の
で
は
な
い
か
と
私
に
は
感
じ
ら
れ
る
。

む
し
ろ
本
書
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
の
品
詞
論
で
説
く
と
こ
ろ
の

「
修
正
品
詞
」
が
、
後
の
『
標
準
日
本
文
法
』（『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』

の
前
身
）
で
展
開
さ
れ
る
、
原
辞
―
念
詞
―
連
詞
―
断
句
論
に
発
展

し
て
い
く
の
で
あ
っ
て
、
本
書
が
「
屈
折
点
」
で
は
あ
っ
て
も
「
句

論
の
放
棄
」
ま
で
し
た
も
の
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
こ

の
小
論
で
た
ど
っ
て
み
た
い
。

　
　
　

一　
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
の
構
成

　

言
う
ま
で
も
な
く
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
は
中
国
人
留
学
生
の

た
め
の
日
本
語
教
科
書
で
あ
っ
て
、
本
文
は
２
段
組
み
、
上
段
が
日

本
語
で
下
段
に
漢
訳
が
対
照
さ
れ
て
い
る
。
中
国
か
ら
の
留
学
生
の

た
め
の
日・

本・

語・

（
口・

語・

）
文・

典・

（
す
な
わ
ち
日
本
語
文
法
教
科
書
）

で
は
あ
る
が
、
教
科
書
・
学
習
書
的
記
述
を
超
え
た
松
下
な
ら
で
は

の
独
創
的
解
説
が
随
所
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

宏
文
学
院
教
授
松
下
大
三
郎
著
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』（
誠
之

堂
書
房
刊
）
の
構
成
と
、
そ
の
主
な
記
述
内
容
を
（　

）
内
に
整
理

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

総
論　

�（
日ニ

本ホ
ン

の
言
語
・
口
語
と
文
語
／
章
句
／
章
句
の
成
分
で

あ
る
詞コ

ト
バ／
章
句
は
思
想
を
表
わ
す
。）

　

第
一
章　

詞
之
分
類　

　
　

�（
詞
―
単
語
―
連
語
／
和
語
・
漢
語
・
洋
語
／
音オ
ン

と
訓ク
ン

／
詞コ
ト
バを
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七
品
詞
に
分
け
る
―
名
詞
・
代
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
・
副
詞
・

接
続
詞
・
感
嘆
詞
／
品
詞
の
意
味
を
助
け
る
付フ

属ゾ
ク

詞シ

）

　

第
二
章　

助
詞
之
意
義　

　
　

第
一
節　

静
助
詞
之
意
義　
（
助
詞
の
意
味
と
用
法
）

　
　
　

第
一
類
静
助
詞　
（
主
と
し
て
格
助
詞
を
中
心
に
）

　
　
　

第
二
類
静
助
詞　
（
主
と
し
て
接
続
助
詞
・
終
助
詞
）

　
　
　

第
三
類
静
助
詞　
（
主
と
し
て
副
助
詞
を
中
心
に
）

　
　

第
二
節　

動
助
詞
之
意
義　
（
助
動
詞
の
意
味
・
用
法
）

　

第
三
章　

詞
之
活
用　
（
動
詞
・
形
容
詞
・
助
動
詞
の
活
用
）

　

第
四
章　

頭
尾
語
之
意
義　

　

第
五
章　

品
詞
之
小
分

　
　

第
一
節　

名
詞
之
小
分

　
　

第
二
節　

代
名
詞
之
小
分

　
　

第
三
節　

動
詞
之
小
分

　
　

第
四
節　

准
形
容
詞
（
副
体
詞
）　
※
今
日
の
「
連
体
詞
」

　
　

第
五
節　

関
係
副
詞
（
後
置
詞
）　
※
「
於
い
て
」
な
ど
の
連
語

　

第
六
章　

詞
之
職
任

　
　

主
格
／
賓
客
／
領
格
／
中
止
格
／
独
立
格
／
独
立
格

　

本
書
は
中
国
か
ら
の
留
学
生
に
向
け
た
日
本
語
文
典
で
あ
っ
て
、

松
下
博
士
は
解
説
の
大
半
を
①
「
静
助
詞
」（
語
と
し
て
変
化
し
な

い
助
辞
、
す
な
わ
ち
助
詞
）
と
「
動
助
詞
」（
活
用
を
す
る
助
辞
、

す
な
わ
ち
助
動
詞
）
の
意
味
と
用
法
、
②
「
詞コ

ト
バ

之
活
用
」、
す
な
わ

ち
動
詞
・
形
容
詞
の
活
用
、
お
よ
び
動
詞
形
容
詞
の
動
助
辞
・
静
助

辞
へ
の
接
続
の
し
か
た
、
③
頭
尾
語
（
接
頭
語
、
接
尾
語
、
形
式
語

ほ
か
）
な
ど
の
解
説
に
当
て
て
い
る
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
松
下
博

士
な
ら
で
は
の
独
創
的
な
鋭
い
記
述
が
随
所
に
あ
っ
て
、
思
わ
ず

は
っ
と
感
動
さ
せ
ら
れ
る
点
が
多
い
。
そ
れ
は
後
年
の
『
標
準
日
本

文
法
』『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』、
ま
た
『
標
準
日
本
口
語
法
』
へ
と

連
続
し
て
い
く
も
の
で
、
松
下
博
士
は
日
本
語
文
典
（
日
本
語
教
科

書
）
の
か
た
ち
を
と
っ
て
、
そ
の
文
法
論
の
展
開
へ
の
出
発
点
と
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
徳
田
先
生
が
、
本
書
を
松
下
文
法
完
成
へ
の

「
屈
折
点
」
と
さ
れ
た
評
価
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
理
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

二　
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
の
独
創
性

　

松
下
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
で
、
特
に
注
意
し
て
読
み
取
る
べ
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き
事
柄
を
記
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　

１　

章
句
（
文
）
の
成
分
を
「
詞
」
と
し
て
い
る
。

　
　

２　
「
修
成
品
詞
」
論
を
提
示
し
た
。

　
　

３　

頭
尾
語
の
考
察　

―
『
標
準
日
本
文
法
』
へ
の
前
論

　
　

４　

動
詞
の
小
分
と
動
詞
論
―
『
標
準
日
本
文
法
』
の
前
論

　
　

５　

形
式
語
の
存
在
を
示
唆
す
る
。

　
　

６　
「
相
の
論
」
を
提
示
―
『
標
準
日
本
文
法
』
へ
の
前
論

　

こ
れ
ら
の
視
点
か
ら
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
を
精
読
し
て
い
く

と
、
本
書
が
中
国
人
留
学
生
に
日
本
語
文
典
の
精
髄
を
説
き
つ
つ
、

『
日
本
俗
語
文
典
』（
明
治
三
四
年
）
か
ら
積
み
上
げ
て
き
た
日
本
語

研
究
の
成
果
を
ま
と
め
上
げ
て
、
松
下
前
期
文
法
論
を
総
括
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
漢
訳
」
を
冠
し
て
は
い
る
も
の
の
、

本
書
に
記
さ
れ
る
着
想
が
軸
と
な
っ
て
、
そ
の
論
が
更
に
練
り
上
げ

ら
れ
て
十
七
年
後
の
名
著
『
標
準
日
本
文
法
』
に
結
晶
し
て
い
く
の

で
あ
る
。
以
下
に
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
の
特
色
に
つ
い
て
記
し

た
い
。

１　

章
句
の
成
分
を
「
詞
」
と
し
て
い
る
こ
と

　

本
書
の
「
総
論
」
で
、「
章
句
」（
松
下
は
「
文
」
を
「
章
句
」、

後
に
「
断
句
」
と
言
っ
て
、「
文
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
よ
う
と
し

な
か
っ
た
）
の
成
分
を
「
詞
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
に
松
下
博
士

が
「
コ
ト
バ
」
と
い
う
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
こ
と
に
、
ま
ず
注
目
し

た
い
。

　
　

�「
言ゲ
ン

語ゴ

ハ
、
章
シ
ョ
ウ

句ク

ノ
形
デ
思
想
ヲ
表
ハ
シ
マ
ス
。「
章
句
ト
ハ
一

ツ
ノ
完
全
シ
タ
意
味
ヲ
表
ハ
ス
者モ

ノ

デ
ス
、
一
ツ
ノ
事
ヲ
述
ベ
テ

説
明
ヤ
命
令
ヤ
疑
問
ヤ
感
嘆
ヲ
表
ハ
シ
マ
ス
。」

　
　

�「
章
句
ノ
成セ
イ

文ブ
ン

ヲ
詞コ
ト
バト

云
ヒ
マ
ス
。」「
言
語
ハ
詞コ
ト
バヲ

綴
ッ
テ
章

句
ヲ
作
ッ
テ
其ソ

レ

デ
思
想
ヲ
表
は
す
者
デ
ス
。」

（
本
書
２
～
４
頁
）

　
「
詞
」
に
コ
ト
バ
と
い
う
ル
ビ
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
松
下
の

言
語
観
・
文
の
構
造
観
を
理
解
す
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
。『
標

準
日
本
文
法
』
ま
た
『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』
な
ど
の
用
語
で
も
っ

と
も
多
く
用
い
ら
れ
た
の
が「
詞
」で
あ
る
。両
書
で
は
ル
ビ
を
振
っ

て
い
な
い
の
で
、
そ
の
よ、

み、

方
は
一
般
的
に
「
シ
」
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
ま
た
、「
詞
」
の
概
念
規
定
も
明
確
に
な
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
松
下
の
い
う
「
詞
」
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
①
は

今
日
い
う
と
こ
ろ
の
「
文
節
」
に
当
た
る
も
の
を
指
し
、
②
は
今
日

い
う
と
こ
ろ
の
自
立
語
を
指
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
私
の
松
下
理

解
で
あ
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
詞
・
辞
」
を
対
照
的
に
と
ら
え
る
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論
で
の
「
詞し

」
と
、
松
下
文
法
で
い
う
「
詞
」
は
少
し
く
ス
タ
ン
ス

を
異
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
私
の
理
解
は
、
本
書
で
振
ら
れ

て
い
る
ル
ビ
「
章
句
ノ
成
分
ヲ
詞コ

ト
バト

云
ヒ
マ
ス
」
に
よ
っ
て
、
誤
っ

て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

詞コ
ト
バに
つ
い
て
松
下
は
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

　
　
「
詞コ

ト
バハ
言
語
ノ
成
分
デ
観
念
を
表
ハ
ス
モ
ノ
デ
ス
。」

　
　

�「
詞
ヲ
分
ケ
テ
、
名
詞
、
代
名
詞
、
動
詞
、
形
容
詞
、
副
詞
、

接
続
詞
、
感
嘆
詞
ノ
七シ

チ

品ヒ
ン

ト
シ
マ
ス
。
此
ノ
七
ツ
ヲ
ド
レ
デ
モ

品
詞
ト
云
ヒ
マ
ス
。」

　
　

�「
品
詞
ニ
ハ
単
純
ナ
ノ
ト
下
ヘ
附
属
詞
ノ
付
イ
テ
居
ル
ノ
ト
有

リ
マ
ス
。
併
シ
観
念
ヲ
表
ハ
ス
点
ニ
於
テ
ハ
同
ジ
デ
ス
。
ソ
レ

ダ
カ
ラ
同
ジ
様
ニ
品
詞
ト
云
ヒ
マ
ス
。
附
属
詞
は
品
詞
デ
ハ
ナ

ク
、
品
詞
ヘ
付
イ
テ
其
レ
ト
一
緒
に
ナ
ッ
テ
一
ツ
ノ
品
詞
ニ
ナ

ル
ノ
デ
ス
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
300
～
301
頁
）

　

こ
れ
は
第
五
章
「
品
詞
之
小
分
」
の
解
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見

て
も
松
下
の
い
う
「
品
詞
」
と
は
、
①
「
単
純
ナ
」
も
の
（
＝
い
わ

ゆ
る
自
立
語
）
と
、
②
「
下
ヘ
附
属
詞
ノ
付
イ
テ
居
る
」
も
の
（
＝

い
わ
ゆ
る
文
節
）
と
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
わ

か
る
。
こ
の
立
場
は
『
標
準
日
本
文
法
』『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』

へ
と
連
続
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

２　
「
修
成
品
詞
」
の
論

　

次
に
着
目
し
た
い
の
は
、『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
で
、
は
じ
め

て
「
修
成
品
詞
」
と
い
う
考
え
方
が
登
場
し
た
こ
と
で
あ
る
。「
修

成
品
詞
」
は
次
の
よ
う
に
し
て
導
き
出
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
松
下
博
士
は
本
書
の
第
一
章
「
詞
之
分
類
」
に
お
い
て
、

二
つ
の
視
点
か
ら
「
詞コ

ト
バ」
を
分
類
し
て
い
る
。

　

⑴　

詞　

①
単
語
（
一
つ
の
詞
…
山
、
海
、
春
、
風
）

　
　
　
　
　

②
連
語
（
二
つ
以
上
の
詞
の
続
い
た
も
の
…
海
山
）

　
　
　
　
　
　

※�

熟
語
（
二
つ
の
詞
が
熟
し
て
一
つ
の
詞
に
な
っ
た

も
の
…
春
風
。
熟
語
は
連
語
で
は
な
く
単
語
）

　

⑵　

詞　

①
単
独
品
詞　

品
詞
と
し
て
独
立
し
て
い
る
も
の
。

　
　
　
　
　

②
修
成
品
詞　

�

詞
（
＝
品
詞
）
に
付
属
詞
の
付
い
た
も

の
。

　

詞
を
二
つ
の
視
点
か
ら
分
類
し
て
考
察
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

論
と
し
て
は
ま
だ
完
成
へ
の
途
上
に
あ
る
と
解
し
た
い
。
⑴
は
詞
を

構
成
す
る
基
本
単
位
を
「
原
辞
」
で
あ
る
と
し
た
『
改
撰
標
準
日
本

文
法
』の
原
辞
論
へ
の
連
続
性
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、⑵
の「
修

成
品
詞
」
は
明
ら
か
に
『
標
準
日
本
文
法
』、『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』
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で
展
開
さ
れ
る
「
詞
の
相
関
関
係
」、
ま
た
「
詞
（
＝
文
節
）
の
論
」

の
先
駆
け
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

�

品
詞
ノ
独
立
シ
テ
居
ル
ノ
ヲ
単
独
品
詞
ト
云
ッ
テ
付
属
詞
ノ
付

イ
テ
居
ル
ノ
ヲ
修

シ
ユ
ウ

成セ
イ

品ヒ
ン

詞シ

ト
云
ヒ
マ
ス
。
修
成
品
詞
ハ
本
詞
ト

付
属
詞
ト
デ
出
来
マ
ス
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
書
27
頁
）

　
「
修
成
品
詞
」
は
ま
さ
し
く
今
日
の
学
校
文
法
で
い
う
「
文
節
」

に
当
た
る
も
の
で
、
松
下
の
著
作
で
は
本
書
で
初
め
て
登
場
す
る
用

語
で
あ
る
。「
単
独
品
詞
」
と
「
修
成
品
詞
」
に
つ
い
て
、
第
１
図
（
左

掲
）
の
よ
う
に
図
解
し
て
説
明
す
る
。

　

図
の
中
で
の
修
成
品
詞
「
私
ハ
」「
日
本
ヘ
」「
来
マ
シ
タ
」
の
そ

れ
ぞ
れ
が
本
詞
＋
付
属
詞
の
形
か
ら
成
り
立
っ
て
、
一
つ
の
文
（
章

句
）
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
中
国
か
ら
の
留
学
生
に
理
解
さ
せ
る

た
め
に
、
こ
の
図
の
下
に
松
下
は 

我 

下
月 

来 

日
本 

と
、
対
応
す

る
漢
訳
を
付
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
「
修
成
品
詞
」
を
示
す
も
の
は
次
の
２
例
で
あ
る
。

　

・
此
レ
ハ　

私
ノ　

友
達
デ　

御
座
イ
マ
ス

　
　
　

此
レ
（
本
詞
）　

ハ
（
付
属
詞
）
＝
修
成
品
詞

　
　
　

私
ワ
タ
ク
シ

（
本
詞
）　

ノ
（
付
属
詞
）
＝
修
成
品
詞

　
　
　

友
達
（
本
詞
）　

デ
（
付
属
詞
）
＝
修
成
品
詞

　
　
　

御
座
イ
（
本
詞
）　

マ
ス
（
付
属
詞
）
＝
修
成
品
詞

　

・
病
気
ハ　

マ
ウ　

ス
ッ
カ
リ　

直
リ
マ
シ
タ

　
　
　

病
気
（
本
詞
）　

ハ
（
付
属
詞
）
＝
修
成
品
詞

　
　
　

マ
ウ
＝
単
独
品
詞　
　
　

ス
ッ
カ
リ
＝
単
独
品
詞

　
　
　

直
リ
（
本
詞
）
マ
シ
（
付
属
詞
）
タ
（
付
属
詞
）
＝
修
成
品
詞

（
本
書
28
～
29
頁
）

３　
『
漢
訳
日
語
階
梯
』

　

こ
の
「
修
成
品
詞
」
論
に
至
る
前
段
階
の
思
考
過
程
を
示
す
も
の

と
し
て
、
松
下
大
三
郎
著
『
漢
訳
日
語
階
梯
』（
一
九
〇
六
年
・
明

第
1
図

（『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
28
ペ
ー
ジ
）
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治
三
九
）
で
用
い
た
「
成
語
図
式
」
が
あ
る
。

　

弘
文
学
院
教
授
、
法
政
大
学
講
師
松
下
大
三
郎
著
『
漢
訳
日
語
階

梯
』（
誠
之
堂
書
房
刊
）
は
、『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
刊
行
の
前
年

に
中
国
人
留
学
生
の
日
本
語
教
科
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
本
稿
執

筆
の
た
め
に
参
照
し
た
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
の
初
版
本
は
か
つ
て

三
矢
重
松
博
士
が
所
蔵
さ
れ
、
三
矢
夏
井
氏
か
ら
の
御
寄
贈
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。（
な
お
徳
田
先
生
に
よ
る
翻
刻
版
『
漢
訳
日
本
口
語

文
典
』
の
底
本
も
、
も
と
三
矢
博
士
が
所
蔵
さ
れ
寄
贈
さ
れ
て
國
學

院
大
學
図
書
館
が
所
蔵
す
る
初
版
本
で
あ
る
。
つ
い
で
に
云
え
ば
国

会
図
書
館
蔵
本
の
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
の
表
紙
見
返
し
に
は
松

下
博
士
の
生
涯
の
友
で
あ
っ
た
國
學
院
大
學
教
授
高
橋
龍
雄
へ
の
献

辞
が
松
下
の
自
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。）

　
『
漢
訳
日
語
階
梯
』
は
Ａ
５
版
大
・
本
文
208
頁
。
表
紙
に
続
い
て

例
言
、（
目
次
も
無
く
て
）
す
ぐ
に
日
本
語
の
五
十
音
、
静
濁
音
な

ど
の
解
説
の
後
に
、
品
詞
と
文
型
の
説
明
、
そ
れ
を
受
け
て
パ
タ
ー

ン
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
思
わ
せ
る
数
多
く
の
練
習
問
題
が
用
意
さ
れ

て
い
る
内
容
構
成
か
ら
見
る
と
、〝
日
本
語
学
習
帳
〟
の
目
的
を
意

図
し
て
編
集
さ
れ
た
書
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
書
の
「
例
言
」（
凡
例
）
に
、「
此
書
示
語
之
構
造
以
成
語
図
式
」

（
こ
の
書
は
語
の
構
造
を
成
語
図
式
を
以
っ
て
示
す
）
と
あ
る
の
を

受
け
て
、
日
本
語
文
の
構
造
を
図
解
し
て
中
国
人
留
学
生
に
示
し
て

い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

　

右
に
掲
げ
る
の
は
「
主
語
、
説
明
語
ト
修
飾
語
」
の
文
型
に
つ
い

て
の
成
語
図
式
で
あ
る
。（「
説
明
語
」
と
は
述
語
の
こ
と
。）

　

松
下
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
型
に
つ
い
て
成
語
図
式
を
用
い
て
説
明
し

て
い
る
。

欄
と
各
種
の
罫
線
（
傍
線
）
を
用
い
て
、
学
習
者
に

の
中
に
は
名
詞
・
代
名
詞
を
当
て
さ
せ
、
罫
線
（
傍
線
）
の
箇

所
に
は
動
詞
・
形
容
詞
な
ど
を
当
て
さ
せ
る
反
復
学
習
を
課
し
て
、

（『
漢
訳
日
語
階
梯
』
52
ペ
ー
ジ
）

第
2
図
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日
本
語
構
文
の
学
習
を
進
め
た
。
成
語
図
式
に
示
す
文
の
成
分
が
文

節
に
相
当
す
る
単
位
で
区
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
成
語
図
式
）

　
　

並
列
語
の
成
語
図
式　
　

教
師 

ト 

学
生

　
　

修
飾
語
の
成
語
図
式　
　

牛
込 

ノ 

神
楽
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
イ 

国　
　

綺
麗
ナ 

着
物

　
　

主
語
と
説
明
語
の
成
語
図
式　
　

私 

ハ 

学
生 

デ
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
松
サ
ン 

ガ 

来 

マ
ス
。

　
　

主
語
、
説
明
語
と
修
飾
語
の
成
語
図
式

　
　
　
　
　
　
　
　

私 

ハ 

日
本
人 

デ
ハ 
ア
リ 
マ
セ
ン
。

　
　

客
語
の
成
語
図
式　
　

私 

ハ 

東
京 

ニ 
居 
マ
ス
。

　　
『
漢
訳
日
語
階
梯
』
は
語
法
の
解
説
と
練
習
問
題
に
重
点
を
置
く

日
本
語
学
習
書
で
、
日
本
語
構
文
の
仕
組
み
を
「
成
語
図
式
」
を
用

い
て
視
覚
的
に
説
明
し
て
い
る
の
が
特
色
と
言
え
る
。「
成
語
図
式
」

は
文
の
成
分
を
説
明
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
着
眼
が
同
時
的
に
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
で
の
「
修
成
品
詞
」

に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
「
成

語
図
式
」「
修
成
品
詞
」
が
後
の
『
標
準
日
本
文
法
』
で
の
「
詞
の

相
関
論
」
へ
の
下
地
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
成
語
図
式
」
の
考
え
方
は
、
日
本
口
語
文
典
の
嚆
矢
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
『
日
本
俗
語
文
典
』（
一
九
〇
一
年
・
明
治

三
四
年
刊
）
で
、
章
句
の
成
分
と
成
分
と
の
相
互
関
係
を
説
い
た
内

容
を
敷
衍
し
、
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
松
下

大
三
郎
著
『
日
本
俗
語
文
典
』
第
二
編
・
句
法
論
・
第
一
章
「
成
分

の
種
類
」
を
参
照
）

４　

日
本
語
の
特
質
を
説
く
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』

　

本
書
の
第
一
章
「
詞
之
分
類
」
で
、
詞コ

ト
バを

名
詞
・
代
名
詞
・
動
詞
・

形
容
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
・
感
嘆
詞
に
分
類
し
た
後
、
第
八
節
の
「
附

屬
詞
（
助
詞
、
頭
尾
語
）」
で
は
松
下
独
自
の
「
附
属
詞
」
観
が
展

開
さ
れ
る
。

　
　

�

附
属
詞
ハ
独
立
シ
テ
ハ
意
味
ノ
無
イ
声
音
デ
、
品
詞
ニ
副
ッ
テ

品
詞
ノ
意
味
ヲ
助
ケ
ル
者
デ
ス
。　　
　
　
　
　
　
（
本
書
23
頁
）

　
　

�

附
属
詞
ハ
品
詞
ヘ
付
ケ
テ
其
ノ
意
味
ヲ
助
ケ
ル
為
ノ
声
音
デ

ス
。
自
分
ガ
一
ツ
ノ
詞コ

ト
バナ
ノ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
。
品
詞
ト
一
緒

ニ
ナ
ッ
テ
両
方
デ
一
つ
の
詞コ

ト
バヲ
構
成
ス
ル
ノ
デ
ス
。（

本
書
26
頁
）
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附
属
詞
に
つ
い
て
の
解
説
は
、第
二
章「
助
詞
之
意
義
」（
静
助
詞
・

動
助
詞
）
と
第
四
章
「
頭
尾
語
之
意
義
」
と
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、

松
下
文
法
論
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
の
論
と
し
て
特
に
注
目
す
べ

き
は
第
四
章
で
あ
る
。

　
　

�

附
属
詞
ノ
中
デ
助
詞
ヲ
取
ッ
テ
其
ノ
残
リ
ヲ
頭
尾
語
ト
云
ヒ
マ

ス
。
頭
尾
語
ノ
中
デ
品
詞
ノ
前
ニ
置
ク
ノ
ヲ
接
頭
語
と
云
ッ
テ

品
詞
ノ
次
ニ
置
ク
ノ
ヲ
接
尾
語
ト
云
ヒ
マ
ス
。

　
　

�

日
本
語
ハ
附
属
詞
ガ
非
常
ニ
沢
山
有
リ
マ
ス
。
其
ノ
使
ヒ
方
ハ

緻
密
ナ
者
デ
キ
チ
ン
ト
シ
タ
規
則
ガ
有
リ
マ
ス
。
若
し
其
ノ
使

ヒ
方
ヲ
間
違
ヘ
レ
バ
訳
ガ
ワ
カ
ラ
ナ
ク
ナ
リ
マ
ス
。
漢
文
ハ
本モ

ト

簡
潔
ヲ
尊
ブ
者
デ
ス
カ
ラ
余
リ
附
属
詞
ヲ
使
ヒ
マ
セ
ン
。
支
那

人
が
日
本
語
ヲ
使
フ
時
ハ
附
属
詞
ニ
慣
レ
マ
セ
ン
カ
ラ
時
々
使

ヒ
方
ヲ
間
違
ヘ
マ
ス
。
ヨ
ク
注
意
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ン
。

（
本
書
30
～
32
頁
）

　

⑴　

接
尾
語
に
つ
い
て
の
精
密
な
考
察

　

第
四
章
「
頭
尾
語
之
意
義
」
に
は
86
頁
を
割
い
て
、
松
下
独
特
の

鋭
い
日
本
語
解
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
松
下
博
士
は
常
に
日
本
語

文
法
の
品
詞
論
で
は
扱
い
に
く
い
諸
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

そ
こ
か
ら
独
自
の
学
説
を
展
開
さ
れ
る
の
だ
が
、
本
書
「
頭
尾
語
の

意
義
」
の
章
に
お
い
て
も
新
し
い
発
掘
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
数
多

く
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
頭
尾
語
之
意
義
」
の
章
で
記
述
さ
れ
て
い
る
項
目
を
整
理

す
る
と
次
の
よ
う
に
分
類
出
来
る
。

　

①　

御オ

、
御ゴ

／
不フ

、
無ム

／
サ
ン
、
様サ
マ

、
君ク
ン

／
共ド
モ

、
方ガ
タ

、
達タ
チ

　

②�　

ナ
ゾ
、
ナ
ン
ゾ
／
サ
（
分
量
・
度
合
い
）
／
計バ
カ

リ
、
余ア
マ

リ
、

近チ
カ

ク
、
足タ

ラ
ズ
、
ダ
ケ
／
ヅ
ツ
／
程
、
位
／
時ジ

分ブ
ン

、
頃コ
ロ

、
過ス
ギ

、

前マ
ヘ

／
ア
タ
リ
（
辺
り
）
／
カ
ラ
、
マ
デ
／
ナ
ガ
ラ
、
ツ
ツ
、
ガ

テ
ラ
／
ニ
（
為
ニ
）
／
中

チ
ュ
ウ

／
中
ヂ
ュ
ウ

／
中ウ
チ

、
間
ア
ヒ
ダ

／
時ト
キ

、
場バ

合ア
ヒ

／
度タ
ビ

ニ
、

タ
ン
ビ
ニ
／
ノ
デ
、
ン
デ
／
ノ
ニ
／
癖ク

セ

ニ
／
所
デ
、
所
ガ
／
モ

ノ
、
モ
ン
／
コ
ト
／
ノ
、
ン
／
訳
、
筈
／
可ベ

キ
／
方ホ
ウ

／
積ツ
モ

リ
／

為タ
メ

／
所
ト
コ
ロ

／
ド
コ
ロ
（
所
）
／
マ
マ
（
儘
）
／
次シ

第ダ
イ

／
通ト
ホ

リ
／
様ヨ
ウ

／
サ
ウ
／
ラ
シ
イ
／
タ
イ
／
善イ

イ
、
憎ニ
ク

イ
／
ガ
ル

　

松
下
は
①
を
「
接
頭
語
」、
②
を
「
接
尾
語
」
と
し
て
そ
の
用
法

を
説
く
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
②
に
は
副
助
詞
の
類
が
幾
つ

か
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
計
リ
、
ダ
ケ
」「
カ
ラ
、
マ
デ
」

な
ど
は
本
書
の
第
二
章
「
助
詞
之
意
義
」
第
三
類
静
助
詞
で
取
り
上

げ
た
「
バ
カ
リ
、
ダ
ケ
」「
マ
デ
」
と
項
目
と
し
て
重
な
っ
て
い
る
。
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「
バ
カ
リ
、
ダ
ケ
」
に
お
け
る
助
詞
と
接
尾
語
の
違
い
を
松
下
は
以

下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

・
接
尾
語
「
計
リ
、
余
リ
、
近
ク
、
足
ラ
ズ
、
ダ
ケ
之
意
義
」
の
項

の
解
説
で
は
、

　
　
　

私
ワ
タ
ク
シハ
毎マ
イ

月ゲ
ツ

四シ
ジ
ュ
ウ
エ
ン

十
円
計バ
カ

リ
使
ヒ
マ
ス
。

　
　
　

私
ハ
毎
月
四
十
円
ダ
ケ
使
ヒ
マ
ス
。

　
　

十
年
計
リ
、
十
年
ダ
ケ
、
三
里
計
リ
、
三
里
ダ
ケ
ナ
ド
。

　
　

�

計
リ
、
余
リ
、
近
ク
、
足
ラ
ズ
、
ダ
ケ
ハ
ミ
ン
ナ
数
詞
へ
付
け

て
名
詞
や
副
詞
ヲ
拵
ヘ
マ
ス
。
数
詞
ハ
数
量
ガ
確タ

シ
カデ
ナ
ケ
レ
バ

計
リ
ヲ
付
ケ
、
…
及
ン
デ
過
ギ
ナ
ケ
レ
バ
ダ
ケ
ヲ
付
ケ
マ
ス
。

　
　

�

ダ
ケ
ハ
数
詞
ヘ
付
ク
バ
カ
リ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
。
分
量
ヲ
表
ハ

ス
詞コ

ト
バヘ

ハ
ミ
ン
ナ
付
キ
マ
ス
。

　
　
　

私
ハ
食
ベ
ラ
レ
ル
ダ
ケ
ハ
食
ベ
マ
シ
タ
。

　
　
　

私
ハ
云
ヒ
タ
イ
ダ
ケ
ノ
事
ハ
云
ヒ
マ
ス
。

　
　
　

英
国
は
英
国
ダ
ケ
ノ
事
ハ
ア
リ
マ
ス
。

　
　

�

右
の
例
ノ　
　

ヲ
付
け
ケ
タ
詞
ハ
ミ
ン
ナ
其
ノ
分
量
ヲ
表
ハ
シ

マ
ス
。
ソ
レ
ダ
カ
ラ
ダ
ケ
ガ
付
ク
ノ
デ
ス
。

　
　

�

注
意
、
バ
カ
リ
、
ダ
ケ
ハ
第
八
十
四
頁
（
静
助
詞
）
の
バ
カ
リ
、

ダ
ケ
ト
ハ
使
ヒ
方
ガ
違
ヒ
マ
ス
。一
緒
ニ
シ
テ
ハ
イ
ケ
マ
セ
ン
。

・「
静
助
詞
之
意
義
」
で
説
く
「
バ
カ
リ
、
ダ
ケ
之
意
義
」
は
、

　
　

�

バ
カ
リ
ハ
唯
ト
云
フ
字
ノ
意
味
デ
ス
。
特
ニ
抜
キ
出
シ
テ
云
フ

ノ
デ
ス
。

　
　
　

私
ハ
毎
日
日
本
語
バ
カ
リ
練
習
シ
テ
居
マ
ス
。

　
　
　

ア
ノ
人
ハ
何
時
デ
モ
洋
服
バ
カ
リ
着
テ
居
マ
ス
。

　
　

�

ダ
ケ
ハ
独
や
唯
ナ
ド
ノ
意
味
デ
ス
。
沢
山
の
中
カ
ラ
一
ツ
ヲ

取
ッ
テ
他
ヲ
捨
ル
ノ
デ
ス
。

　
　
　

�

一
年
ノ
中
デ
二
月
ダ
ケ
二
十
八
日
デ
後
ハ
ミ
ン
ナ
丗
日
、
丗

一
日
有
リ
マ
ス
。

　

こ
れ
ら
の
解
説
か
ら
し
て
、
松
下
は
静
助
詞
の
「
ば
か
り
、
だ
け
」

が
に
な
う
構
文
的
役
割
に
較
べ
る
と
、
接
尾
語
「
ば
か
り
、
だ
け
」

の
に
な
う
機
能
を
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
、
両
者
の
区
別

を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
つ
の
辞コ

ト
バに

つ
い
て
助
辞
と
接
辭

の
二
つ
の
側
面
か
ら
分
析
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
注

目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

⑵　

形
式
語
論
の
萌
芽

　

接
尾
語
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
中
に
、
い
わ
ゆ
る
形
式
的
な
意

味
を
持
つ
語
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。「
間ア

ヒ
ダ、

時ト
キ

、



― 11―

場バ

合ア
ヒ

、
モ
ノ
、
モ
ン
、
事コ
ト

、
ノ
、
訳ワ
ケ

、
筈ハ
ズ

、
方ホ
ウ

、
為タ
メ

、
所ト
コ
ロ、

侭マ
マ

、
次シ

第ダ
イ

、
通ト
ホ

り
」
な
ど
、
本
書
で
は
接
尾
語
と
し
て
扱
っ
て
い
る
も
の
が
、

や
が
て
『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』
で
は
卓
越
し
た
形
式
名
詞
論
と
し

て
展
開
さ
れ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
下
地
が
こ
こ
に
豊
富
に
示
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
「
モ
ノ
、
モ
ン
之
意
義
」、

　
　

�

モ
ノ
、
モ
ン
モ
ノ
ノ

音　

便

ハ
本モ
ト

名
詞
デ
物
ノ
意
味
で
す
。
其
カ
ラ
転
ジ

テ
接
尾
語
ニ
ナ
ッ
タ
ノ
デ
ス
。

　
　

一
、
奉
公
ハ
辛
イ
モ
ノ
・
モ
ン
デ
ス
。　　
　

（
様
子
を
指
す
辞コ

ト
バ）

　
　

二
、
朝
ハ
早
ク
起
キ
ル
モ
ノ
・
モ
ン
デ
ス
。

（
可 
宜
な
ど
の
意
味
を
付
け
加
え
る
）

　
　

三
、
悪
イ
事
ハ
知
レ
ル
モ
ノ
・
モ
ン
デ
ス
。

（
者
、
所
な
ど
の
意
味
へ
當
ト
云
う
字
の
意
味
を
加
え
る
）

な
ど
の
例
文
を
挙
げ
て
、
も
と
は
名
詞
で
あ
っ
た
「
モ
ノ
」
が
転
じ

て
接
尾
語
と
な
っ
た
と
き
の
は
た
ら
き
方
・
ニ
ュ
ア
ン
ス
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
書
252
～
254
頁
）

　
「
所
デ
、
所
ガ
之
意
義
」
の
項
は
、
松
下
が
触
れ
る
こ
と
は
少
な

か
っ
た
、
文
の
連
接
観
を
垣
間
見
せ
て
面
白
い
。「
上
文
ニ
逆
ッ
テ

下
文
ヲ
起
ス
」
と
松
下
に
し
て
は
珍
し
い
言
い
方
を
し
て
い
る
。

　
　

�「（
所
デ
、
所
ガ
）
ハ
孰
レ
モ
タ
ッ
テ
（
静
助
詞
）
ト
同
じ
デ
ス
。

縦タ
ト
ヘ令

ノ
意
味
デ
ス
。
マ
ダ
無
イ
事
ヲ
仮
設
シ
上
文
ニ
逆
ッ
テ
下

文
ヲ
起
ス
辞コ

ト
バデ

ス
。
タ
ノ
下
ヘ
付
ケ
テ
副
詞
ヲ
造
リ
マ
ス
。

　
　

�

入
院
シ
タ
所
ガ
・
所
デ
此
ノ
病
気
ハ
二フ
タ

月ツ
キ

ヤ
三ミ

月ツ
キ

デ
ハ
直
リ
マ

セ
ン
。

　
　

日
曜
デ
無
ケ
レ
バ
尋
ネ
タ
ッ
テ
逢
フ
コ
ト
ガ
出
来
マ
セ
ン
。

　

そ
の
他
、
準
体
助
詞
「
ノ
」
な
ど
も
「
頭
尾
語
」
の
中
に
収
め
ら

れ
て
い
て
、
品
詞
論
で
は
処
理
し
に
く
い
造
語
成
分
・
連
語
の
様
相

と
問
題
点
を
、
こ
の
「
頭
尾
語
之
意
義
」
の
章
で
果
敢
に
取
り
上
げ

て
解
明
し
、
そ
の
内
容
の
大
部
分
を
『
標
準
日
本
文
法
』
へ
と
連
続

さ
せ
て
い
る
こ
と
を
特
記
し
た
い
。
第
四
章
「
頭
尾
語
之
意
義
」
に

は
此
の
ほ
か
に
も
松
下
の
独
創
性
が
発
揮
さ
れ
た
条
項
が
多
数
あ
る

こ
と
を
記
し
て
お
く
。

　

と
も
か
く
も
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
全
400
頁
の
う
ち
、「
助
詞

之
意
義
」
に
96
頁
「
頭
尾
語
之
意
義
」
に
86
頁
を
割
い
て
、
そ
の
結

果
「
品
詞
ニ
副
ッ
テ
品
詞
ノ
意
味
ヲ
助
ケ
ル
」
附
属
詞
の
解
説
に
計

182
頁
、
一
書
全
体
の
44
・
５
％
を
割
い
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
語
文

典
ま
た
日
本
語
教
育
に
お
い
て
松
下
博
士
が
如
何
に
助
詞
・
助
動
詞

と
接
辭
（
特
に
接
尾
語
）
を
重
視
し
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
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⑶　
「
詞
の
相
」
の
論
の
出
発
点
と
な
る

　

中
国
人
留
学
生
の
た
め
の
日
本
語
教
科
書
で
は
あ
っ
た
が
、『
漢

訳
日
本
口
語
文
典
』
は
松
下
の
日
本
語
文
法
論
の
先
見
性
を
存
分
に

注
ぎ
込
ん
で
、
後
の
名
著
『
標
準
日
本
文
法
』
へ
の
布
石
と
し
て
の

役
割
を
十
二
分
に
果
た
し
た
書
で
あ
る
。

　

や
が
て
『
標
準
日
本
文
法
』『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』
へ
と
引
き

継
が
れ
て
い
く
、『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
で
の
注
目
す
べ
き
記
述

事
項
を
以
下
に
箇
条
書
き
で
記
し
て
み
る
。

・�

名
詞
を
有
形
名
詞
と
無
形
名
詞
に
分
け
て
い
る
。→
無
形
名
詞
は
、

や
が
て
「
形
式
名
詞
」
論
に
展
開
す
る
。

・�

動
詞
の
相
を
、
平
常
語
、
対
者
敬
語
（
鄭
重
語
）、
行
動
者
敬
語
、

関
係
者
敬
語
に
区
別
し
、『
日
本
俗
語
文
典
』
で
の
敬
語
論
を
本

書
で
整
理
し
て
い
る
。
→
『
標
準
日
本
文
法
』
で
動
詞
の
相
の
論

へ
と
展
開
し
て
い
く
。

・�

動
詞
を
分
け
て
、
自
立
動
詞
と
補
助
動
詞
と
し
た
。
補
助
動
詞
の

例
、「
鳴
い
て
居
る
・
植
え
て
有
る
・
乗
っ
て
遣
る
・
行
っ
て
見
る
」

な
ど
を
詳
説
。
→
『
標
準
日
本
文
法
』
の
動
詞
論
へ
。

・�

無
活
用
動
詞
の
存
在
を
説
く
。
漢
語
＋
ス
ル
→
『
標
準
日
本
文
法
』

無
活
用
動
詞
の
論
へ
。

・�

準
形
容
詞
（
副
体
詞
）
を
説
く
。「
名
詞
ノ
上
ニ
在
ツ
テ
其
ノ
意

味
ヲ
修
飾
シ
マ
ス
。
併
シ
、
唯
修
飾
ス
ル
バ
カ
リ
デ
、
少
シ
モ
説

述
シ
マ
セ
ン
。
是
レ
ガ
本
当
ノ
形
容
詞
ト
違
フ
点
デ
ス
」
―
此
の

本
・
或
る
ひ
と
が
・
飛
ん
だ
災
難
・
大
し
た
金
持
。
→
『
標
準
日

本
文
法
』
へ
。

・�

関
係
副
詞
（
後
置
詞
）
を
説
く
。「
体
詞
ヲ
用
詞
ヘ
連
ネ
テ
関
係

ヲ
表
ハ
ス
」
―
東
京
に
於
い
て
万
国
博
覧
会
を
開
き
ま
す
・
私
に

取
っ
て
恩
人
で
御
座
い
ま
す
・
親
と
為し

て
子
を
可
愛
く
思
わ
な
い

者
は
あ
り
ま
せ
ん
。
→
『
標
準
日
本
文
法
』
へ
。

　

以
上
に
記
し
た
よ
う
に
、
頭
尾
語
の
は
た
ら
き
を
も
含
め
て
日
本

語
が
持
つ
機
能
を
品
詞
ご
と
に
考
察
し
、
説
い
て
い
る
こ
と
が
『
漢

訳
日
本
口
語
文
典
』
の
最
大
の
特
色
で
あ
る
。

　

な
お
、
文
中
に
お
け
る
「
詞コ

ト
バノ

格
」
を
考
察
し
た
本
書
の
第
六
章

「
詞
之
職
任
」
は
、
主
格
・
賓
客
・
領
格
・
独
立
格
を
説
い
て
は
い

る
が
、
こ
れ
ら
は
内
容
的
に
前
著
『
日
本
俗
語
文
典
』
で
の
「
第
二

編　

句
法
論
」
を
整
理
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
松
下
博
士
の
本
格
的

な
詞
の
相
関
論
の
形
成
は
後
の
『
標
準
漢
文
法
』（
一
九
二
七
年
・

昭
和
二
年
刊
）
で
の
記
述
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。



― 13―

　
　
　

三　

松
下
文
法
論
と
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』

　

松
下
博
士
は
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
に
お
い
て
柔
軟
に
ま
た
鋭

く
日
本
語
を
見
つ
め
、
日
本
語
の
仕
組
み
と
特
質
と
を
示
す
豊
富
な

材
料
と
解
説
を
著
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
名
著
『
標
準
日
本

文
法
』
の
「
詞
の
相
」
の
論
、
す
な
わ
ち
詞
の
機
能
・
は
た
ら
き
を

考
察
し
た
「
詞
の
相
」
の
論
へ
と
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
松
下

日
本
文
法
論
が
形
成
さ
れ
る
主
要
な
出
発
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
が

本
書
『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』
で
あ
っ
た
と
私
は
思
う
。

　
「
詞
の
相
」
の
論
と
「
詞
の
格
」
の
論
は
松
下
文
法
論
を
支
え
る

二
つ
の
骨
格
で
あ
る
。
文
に
お
け
る
文
節
相
互
の
関
係
を
考
察
し
た

松
下
「
詞
の
格
」
の
論
は
、『
日
本
俗
語
文
典
』
の
句
法
論
か
ら
出

発
し
、『
標
準
漢
文
法
』
で
「
詞
の
相
関
論
」
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
確
定
し
、
そ
れ
を
『
改
撰
標
準
日
本
文
法
』
で
結
晶
さ
せ
た
。
松

下
博
士
は
常
に
中
国
語
、
漢
文
へ
の
関
与
を
貴
重
な
る
踏
み
台
と
し

て
日
本
語
文
法
論
を
構
築
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
『
漢
訳
日

本
口
語
文
典
』
を
読
み
返
し
な
が
ら
深
く
思
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お

本
稿
は
松
下
文
法
論
が
形
成
さ
れ
る
過
程
に
お
け
る
『
漢
訳
日
本
口

語
文
典
』
の
位
置
付
け
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
語
教
育
史

上
に
お
い
て
も
本
書
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
関

正
昭
著
『
日
本
語
教
育
史
序
説
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

　

本
学
の
諸
星
美
智
直
教
授
に
随
っ
て
徳
田
政
信
先
生
を
静
岡
市
葵

区
の
御
自
宅
に
お
訪
ね
し
た
の
は
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
七
月

二
十
八
日
で
あ
っ
た
。
日
本
語
文
法
研
究
書
大
成
『
漢
訳
日
本
口
語

文
典
』
が
完
成
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
夏
の
日
、
長
時
間
に
わ
た
っ

て
国
語
学
研
究
へ
の
情
熱
、
松
下
大
三
郎
博
士
と
の
出
逢
い
の
日
の

こ
と
な
ど
、
夕
刻
に
な
っ
て
も
尽
き
る
こ
と
の
な
か
っ
た
先
生
の
お

話
し
ぶ
り
が
懐
か
し
く
思
い
起
こ
さ
れ
る
（
お
許
し
を
得
て
此
の
時

の
お
話
を
テ
ー
プ
に
記
録
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
っ
た
）。
徳

田
先
生
は
昨
年
十
二
月
三
十
日
に
九
十
八
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
松
下

文
法
論
構
築
へ
の
本
格
的
な
出
発
点
と
な
る『
漢
訳
日
本
口
語
文
典
』

の
復
刻
ま
で
の
御
労
苦
と
、「
松
下
説
に
関
す
る
主
要
著
作
の
ほ
と

ん
ど
を
、
世
に
出
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
徳
田
先
生
の
言
葉
の

重
み
が
、
今
改
め
て
思
い
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
五
年
十
一
月
記
）
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鈴
木
一
氏
の
右
の
論
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
に
逝
去
さ
れ

た
徳
田
政
信
氏
が
、
長
き
に
亙
り
本
会
の
運
営
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ

た
こ
と
に
因
み
、
本
号
に
哀
悼
の
意
を
込
め
る
こ
と
と
し
、
徳
田
氏

に
研
究
上
の
所
縁
の
あ
る
鈴
木
氏
に
ご
執
筆
を
要
請
し
た
こ
と
に
応

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ご
応
諾
く
だ
さ
っ
た
鈴
木
氏
に
お
礼
申
し
あ
げ
る
。

編
集
委
員
会


